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幼児期における性教育に関する幼稚園教諭の認識
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要旨

幼児期における性教育のあり方を検討する基礎資料とするために、幼稚園教諭の性教育に関

する認識に目をむけて、フォーカスグループインタビュー法で調査した。その結果、以下のこ

とが明らかになった。①性の教育は、必要性に否定的であったり、生殖に関する内容に限定し

てとらえる傾向にあった。②生の教育は[生きていることを感じる]、[自分の体を大事にするト

[相手を思いやる]、[いろいろな子がいる]、[生きる力をつける}の5つのカテゴリーに分けられ、

幼稚園教育要領をもとに内容が充実し、必要性も肯定されていた。しかし、③性の教育を幼児

期に行うことや、その内容が子どもらしさを損ねる可能性がある、ととらえていた。幼稚園教

諭が行っている教育は、性と生双方に結びつくものと捉えることが可能だが、その認識が見ら

れないということがわかった。

キーワード:幼児期、性教育、生教育、幼稚園教諭の認識

1.はじめに
日本の性教育は、思春期に重点が置かれ、幼児期

の性教育には消極的である。オランダやスウェーデ

ンのように、人間の生に基づいた性教育を早い時期

から始めたほうが良いとする考え方からいけば、日

本の性教育はその開始時期や教育内容に検討の必要

があると考える。

幼児期は母親の安全基地から分離し、社会に適応

していく時期であり、人格形成に大きく影響してい

く時期でもある。この時期にどのような経験をして

いくかは、その子どもの将来に影響を与えていく。

性教育とは、人間の発達に伴いその発達段階に応

じて、生涯にわたり行われていくものである 1)。幼児

期における性教育にも同様のことがいえる。人間形

成の基礎は幼児期にあり、人間教育として生命尊厳

の基盤となる性教育が幼児期に行われることが望ま

しい。

文部科学省は、発達段階に応じた性教育の目標お

よび指導内容を体系的に示している 2)。

それによると、幼稚園における性教育の目標は、「生

命の尊さを感じ取る」、「男女の人間関係の基礎を築
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く」、「いたわりあう心と自分の欲求を抑制する心を

育てる」とされている。

幼児期から性教育を開始することには様々な異論

がある。しかし、現在の日本社会においては、テレ

ビやマスメディアを通して多くの性に関する情報が

氾濫しており、幼児期も含め、それらの情報にさら

されていると考える。

生涯にわたる健やかな発達のためには、性教育=

生教育(人間の尊厳を以ってよく生きるための教育)

としての取り組みが幼児期から重要であること 3)を

検討すべき時期になっているのではないか。生命の

尊重の理念や、将来、性に関する情報や行動に対す

る的確な判断力、自己決定力が身につけられるよう

に幼児期の発達課題に応じた性教育が必要であると

考える。性の教育は生の教育と分かちがたいところ

がある。実際に幼児教育に関わる幼稚園教諭は「性

と生の教育」をどのようにとらえて関わっているの

か、その認識を知ることは幼児期の性教育を考える

にあたり意義があると考える。

そこで、幼児期における性教育のあり方を検討す

るための基礎資料として、現場で働く幼稚園教諭の

性教育に関する認識に目をむけてフォーカスグルー

プインタビュー法にて調査したので、ここに報告す

る。
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ll.研究方法
1.対象者

東京都内および近県の幼稚園に勤務する幼稚園教

諭22名

2.研究期間

平成17年3月から 8月まで

3.調査方法

フォーカスグループインタビューの特徴として、

個人面接法と比較してグループとしての意見を構築

することができる、相E作用による意見の引き出し

ができる、プレッシャーが少ないなどのメリットが

あるため、フォーカスインタピューグループ法を行っ

た。対象者の勤務する幼稚園ごとに3つのフォーカ

スグループを編成し、インタビューガイドを作成し

た上でインタビューを行った。インタピュアーは文

献4)に書かれている役割のポイントを確認し、事前

に練習をしてからインタビューに臨んだ。

質問は半構成的な質問とした。1)性についての子

どもの質問とそれに対する対応、 2)現場で幼児期

の性と生の教育をどのように行っているか、 3)幼児

期の性と生についての教育に対する考え、 4)幼児期

の性と生の教育に関して問題と思うこと、以上4項

目である。インタビュー内容は対象者の了承を得て、

カセットテープに録音した。

4.分析方法

フォーカスグループごとにインタビューの逐語録

を作成し、それぞれに発言内容からカテゴリー、サ

プカテゴリーを抽出した。

5.倫理的配慮

研究協力者に対して、1)研究の主旨とインタビュー

内容に関するプライパシーの保護に配慮すること、 2)

研究への参加は任意であり、 3)いつでも研究参加の

辞退が可能で、あること、 4)研究結果は研究の目的以

外に使用しないこと、 5)インタビュー内容のカセッ

トテープへの録音およびテープの確実な破棄につい

て、以上5項目を文書で説明し、同意を得た。

皿.結果

1グループの人数は7-8名で、年齢構成は20代

から 40代であり、全員女性であった。インタビュー

に要した時間は60分であった。
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1 .性についての子どもの質問・行動とそれに対す

る対応

1)性についての子どもの質問と対応

性についての子どもからの質問は、[生命の誕生]、

[性差の違い]についてであった。[生命の誕生]で

は、「赤ちゃんはどのようにして生まれるのか」、「ど

こから生まれるのか」、「結婚するとおなかに赤ちゃ

んがいるのか」、などであった。「どこから生まれるか」

の質問は、幼稚園だけでなく、教諭自身が親として、

自宅で子どもといっしょに入浴したときに質問され

ることが多く見られた。幼稚園教諭の対応は、「細か

い説明はしない」、純粋に赤ちゃんができることに不

思議さを感じているとは思うが、「体をみることをや

めなさいとも言えず困った」などであった。妊娠し

ている教諭に対しては、質問はないが腹部が増大す

ると優しさをしめしていた。[性差の違い】では、 ト

イレや着替えの場面で質問されることが多く、「おち

んちんなんでないのか」、「男の子がトイレで立って

するのはなぜか」などであり、その対応としては、

「細かい説明はしない」、「排植のしかたの違いを説明

する」などであった。また、幼稚園教諭に対し、保

護者から「家ではリアルな質問が多い」、「お風日で

質問される」、「他にもいろいろ聞かれる回数が多い」

ことが話されていた。(表1)

表1性に関する子どもの質問
カァコリー サブカナコリー

生命の誕生
赤ちゃんはど』から生まれる
のか
赤ちゃんはどのようにして生
まれるのか
結婚すると赤ちゃんができる
のか

性差の違い 男女の性器どうのし違てい立、っおてっすぱるい
男の子は
のか

2)性の興味からくると思われる行動と対応性の興

味からくると思われる行動は、[異性に対する行動]、

[自分に対する行動】であり、「異性の体をみたがる」、

「体にさわりたがる」、「トイレを覗く」、「パンツの中

に手をいれる」などであった。幼稚園教諭はこれら

の行動を、「性的なものというより興味、関心でやっ

ている」と捉えていた。対応は、人の嫌がることは

しない、トイレは遊び場ではないと「注意する」、「叱っ

てやめさせる」などであった。また、パンツの中に

手をいれる子どもの行動については、「とまどい」を

感じており、「止めてもいいものか対処に迷った」と



いう意見があった。男の子の勃起については「体の

自然な変化」と捉え、「そっとしておく」、「見てみぬ

ふり」をしていた。「マットにこすりつける」行動に

ついては、「気をそらすような働きかけJをしていた
が、「発達に伴いしなくなるのだろうか、このまま様

子をみていればいいのか迷う」という意見もあった。

(表2)

表2 性の興味からくると思われる行動

カナコリー サブカナコリー
異性1::対する行動 トイレを覗く

スカート、めをくさりわる
おっliL

自分1::対する行動 おちんちんいじり
マットlここすりつける

2.現場で幼児期の性と生の教育をどのように行つ

ているか

1)性の教育

生命の誕生や性差について、絵本を使って子ども

達に話をしているが、性の教育とは意識していなかっ

た。

2)生の教育

生の教育は[生きていることを感じる]、[自分の

体を大事にするト[相手を思いやる]， [いろいろな

子がいるト[生きる力をつける]の5つのカテゴリー

に分けられた。

[生きていることを感じる]では、兎や虫の飼育を

することを通して命の大切さを教えていた。また、

植物を育てることで、植物も生きて成長しているこ

とを教えていた。[自分の体を大事にする]では、思

わぬところで怪我をすることがあるので、自分の身

を守ることができるようになってほしいと考え「危

険の対処の仕方」を教えていた。また、自分の体を

大事にできるようになってほしいと考え、本を使っ

表3生の教育

て体のしくみについて教えていた。

[相手のことを思いやる]では、実際の子ども同

士の関わりの場面を通して「友達を叩かない」、「頭

と顔とおなかは大事なところだから叩かないという

ルールをつくる」、「友達を傷つける言葉をいわない」

などを教えている O

[いろいろな子がいる]では、小さい子、大きい子、

足が遅い子など、「努力してもどうしようもないこと

をいうのはいけない」ことや、傷つけようと思わず

に友達に言ってしまったことで相手が傷ついた場合、

「相手の思いを代弁し、思いをわかってもらう」こと

をしていた。

[生きる力をつける]では、子どもが、「自分の思

いや考えが言える」ょうに関ることや、子どもがで

きたという「達成感を味わう」ことができるように

関わっていた。また、「やっていいことと悪いことの

判断ができる」ょうに関わることや、「自分の思いや

考えを伝える」こと、子ども達が「自分たちで問題

解決できる力をつけられるjようにと考えて関わり

をしていた。

[その他]では、飼育していた動物の死や祖父母や

身近な人の死を通して、「生と死について」考える機

会を作っていた。(表3)

3.幼児期の性と生についての教育に対する考え方

性の教育については[性教育の必要d性についての

思い]、[性を教えることの難しき]、[性教育をする

際の方法]、[教えることの戸惑い]の4つのカテゴリー

にわけられた。[性教育の必要性についての思い]で

は、必要性は感じていない、性の教育をすると子ど

もらしさが失われるなどがあげられていた。[性を教

えることの難しさ]では細かいことを言っても子ど

もはわからないのではないか、子どもにわかりやす

い言葉で答えられるようになりたいなどがあげられ

カァゴリー サブカァゴリー
生きている」とを感じξ動物の飼育を通して命の大切さに気つく

植物を育てることを通して生きていることを感じる
自分の体を大事にすを 自分の身を守るために危険への対処の仕方を知る

自分の体を大事にするために体のしくみを知る
相手を思いやる 友達を叩かない

頭と顔とおなかは叩かないなどルールをつくる

相友達手をの傷気つ持けちるを言考葉えるは言わない

いろいろな子がいる 努力しても変えられない」と1::ついて昌うのはいけない
相手の気持ちを代弁し思いをわかってもらう

生きる力をつける やっていい」とと悪い』との判断ができる
自分の思いや考えが言えるいえる

問題解決を味でわきるう力をつける
達成感
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た。[性教育をする際の方法]では、聞かれたときに

対応する、全員いっしょに教える必要はないなどが

あげられた。[教えることの戸惑い}では、指導する

立場として自信がない、具体的にどう対応していい

か悩むなどがみられた。その他、サブカテゴリーで「性

教育とは避妊やセックス、コンドームの使い方Jと
いう性教育についての捉え方がみられた。

4.幼児期の性と生の教育に関して問題と思うこと

1)性の教育に関して問題と思うこと

「性教育が早すぎると性犯罪が増えることにつなが

らないか」、「近年、性犯罪が多くなっているから性

教育も早くなっているのかもしれないが、性教育が

早すぎると性犯罪を増やすことにつながるのではな

いか」、という意見があった。また、「世間の言い分

や周りの大人の見方をどの程度取り入れて考えれば

いいかわからない」、「セクハラもあるので、子ども

を守るためには周りを気にすることは教えるべきと

は思うが迷いもある」、という意見もあった。

生の教育については、[生きているということを教

えたいという思い]、[生きることを教える時期]の

2つのカテゴリーに分けられた。[生きているという

ことを教えたいという思い]では、自分が愛されて

生まれてきたという実感を感じてほしい、男女の違

いというよりいろいろな子がいることをわかってほ

しい、男女とも仲良く遊んでほしい、などであった。

[生きることを教える時期]では、生きる力をつける

のは幼児期、子どもが自分を守る方法は教える必要

がある、男女の違いを知りお互いに大事にすること

は幼児期からわかってほしい、などであった。性の

教育にも関係するが、生と性どっちも相手を思いや

ることが大事、その基礎を学ぶ場は幼稚固という考

え方もみられた。(表4)

また、「幼児期に性教育をすると子どもらしさを

失うのではないか」、「あまり現実をみてしまうと夢

がなくなってしまうのではないか」、「幼児期には難

しいことをあえてこちらからもちかけるのはどうか

と思うJ、「幼児期に知らなくてもいいことまでは言
う必要はない」、「子どもが聞いてくる時が知りたい

時だと思うので、その時に教えあげればよいと思う」

など、「幼児期から性の教育をするのは早すぎる」と

いう意見もあった。

その他、「指導する立場として指導の仕方がわから

ないし、自信がないのでお話のようにしてしまう気

表4幼児期の性と生の教育に対する考え方
力7ゴリー サブカァゴリー
生きているという』とを 自分が愛されて生まれてきたという実感を感じてほしい
教えたいという思い 男女の違いというよりいろいろな子がいることをわかってほしい

男女とも仲良く遊んでもらいたい
幼稚園では男女分けないでなかよく遊んでもらいたい

生きるという」とを教える 生きる力をつけるのは幼児期
時期 子どもが自分を守る方法は教える必要がある

生の教育は幼児期から必要
自分の体を大事にすることは幼児期から教える必要がある
男女の体の違いを知りお互いを大事にすることは幼児期からわかつてほしい
生と性どっちも相手を思いやることが大事。その基礎を学ぶ場は幼稚園
人としてやっていいことといけないことの判断を自分で、できるように指導す
ることは幼児期から必要
幼児教育はアットホームに、自然に

性教育の必要性について性の教育の必要性r=ついては感じていなかった
の思い 性の教育をすると子どもらしさが失われる
性を教える」との難しさ 細かく日っても子どもはわからないので骨折り損

精子と卵子といってもこどもはわからない
性のことを子ども達にわかりやすい言葉で答えられるようになりたい
生理がくるのが早いので簡単な性教育は小学低学年ですべき
生理や避妊具の使い方は小学高学年で教えるべき
性の教育は、興味がなければ伝えてもわからない
性教育とは避妊やセックス、コンドームの使い方

性教育をする際の方法 全員いっしょに教える必要はない
聞かれたときに対応する
動物を飼育しているので交尾の場面を使って教えることは可能

教える」との戸惑い 指導する立場として自信がない
指導方法がわからない
具体的に教えられない
聞かれたらどう対応したらし、いか悩む
人前で裸になることは恥ずかしいと教えたほうがいいか悩む
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がする」といった、「指導方法がわからない人が行う

こと」が問題と思っているという意見もあった。

2)生の教育に関して問題と思うこと

「ゲームやテレビの影響」と「核家族化」をあげて

いた。ゲームの影響では死んだという言葉を簡単に

口にするようになったことがあげられていた。テレ

ピの影響では、一方通行でコミュニケーションが取

れない子どもや、心が育っていない子どもが増えた

印象をもっていた。

核家族化では、祖父母の死に対していっしょに住

んでいないことで、子どもが心構えがなく死をみせ

られることになることをあ』デていた。

N.考察
1 .子どもの性に関する質問や行動と幼稚園教諭の

関わり方

身の回りのあらゆることに対する疑問が起こって

くる幼児期の特徴から考えて、男女の違い、大人と

子どもの体の違い、赤ちゃんの誕生などが子どもに

とって不思議でならないのは容易に想像できる。こ

れら性差を示す形状の違いなどへの子どもの質問は

数や種類が比較的多く、それらに対する幼稚園教諭

の受け止めは、「子どもの純粋な興味によるもの」、「違

う体に興味を持つのは当然のこと」と肯定的であり、

受容的であった。

「トイレを覗く」などの、成長過程の興味から来る

と幼稚園教諭がとらえた行為への対応は①注意をす

る、②叱ってやめさせるなどであるが、幼稚園教諭

の捉え方は「一般常識としてしてはいけないことな

ので叱っている」という認識であった。

しかし、性器いじりや自慰の場面では、発達とし

ては当然と思いながらも戸惑いを感じており、この

例の幼稚園教諭は見てみぬふりをした。幼児期の性

器いじりは発達上問題がなく強く叱らないことがょ

いとされており 5)、教諭の対応も正しいといえる。

「トイレを覗く」ことと、「自分の性器をいじる(自

慰)Jことは、同じように発達段階に応じた過程で
あるとする幼稚園教諭の認識に差はないが、インタ

ビューの中ではとまどいやためらいが幾つも見られ

た。

2.性と生の教育について

幼稚園教諭は「生の教育Jについて、非常に具体

的に生き生きと語っていた。日常の中で動物や植物

に接するよう心がけ、絵本の読み聞かせなどを通し

て生命の大切さを子どもたちに伝えようとしている

様子が細やかに表現されるなど、「生の教育」は必要

性を理解し意図的に行っていたが、「性の教育」に

ついては、行っているという意識がなかったという

特徴があった。生命の大切さを伝えるためにと、体

のしくみや出産について絵本を使って教えているが、

それは性に関する事柄でもあるという意識が希薄な

のが特徴であった。

幼稚園教育要領では、生の教育として項目が設け

られ、また定められた目標について指導の内容が具

体的に示されている。このため幼稚園教諭は自信を

もってできているという実感があるからではないか

と考える。

1999年、文部科学省が「学校における性教育の進

め方、考え方J6)を示した。性教育の今日的意義や

考え方を示し、学校における性教育の進め方と指導

内容が示されている。発達段階等に応じ「幼稚聞に

おける性教育の目標及び指導内容J11)も同書にある。

しかし、幼稚園教育要領ほどの細かきはなく、どの

ように進めるかなど、幼稚園教育要領に比べれば簡

潔である。たとえば「幼稚園における性に関する発

達課題と指導内容」をみると「幼児は男女の違いや

便所の使い方の違いから、男女の性器の違いに気づ

くことがある。性器の大切さを知らせ、排尿・排植

のエチケット、体や性器の清潔保持の習慣を身につ

けさせる必要がある」と述べている。幼稚園教諭は、

①性器の大切さ、②排尿・排植のエチケット、③体

や性器の清潔保持の習慣を身につけるための関わり

を実際にしてはいるが、それらが性にも関わるとは

意識されていない。
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また、「心理的な発達に伴う性に関する発達課題と

指導内容」では「動物や赤ちゃんは父親・母親がい

てうまれることに気づかせるとともに、自分の誕生

の喜びを感じさせることが大切である」と述べてい

る。幼稚園教諭は、愛されて生まれてきたという実

感がもてるような関わりをしたいと思っているが、

この内容が性の教育であるという意識はない。

一部の幼稚園教諭からは、「性の教育も自分を大事

にすること」、「子どもが愛されて生まれてきたこと

を感じることができることも性教育」と幼児期の性

の教育と、生の教育とがかけ離れたものではないと

捉える言葉も聞かれたが、多くは、性の教育を「避

妊やセックス、コンドームの使いかた」、「月経につ

いて」といった、狭義の性、生殖に関する教育とい

うとらえ方をしていることがうかがえた。



それが、多くの幼稚園教諭が、性器などに関する

自分たちの教育を、生の教育ととらえ、性の教育は

行っていないとする理由となっていると考える。

3.性の教育に対する必要性の認識

社会と、性に関する情報や考え方は密接な繋がり

を持つ。文部科学省「幼稚園における性教育の目標、

指導内容」では、①有害情報から幼児を保護するこ

ととともに、周りの人の気持ちを考えて嫌がること

をしてはいけないことを知らせる必要がある、②性

被害から幼児を守ることが重要な課題である、と述

べている。

幼稚園教諭も、幼児に対する性犯罪を重要な対処

すべき課題として挙げており、意識づけ、必要性の

認識は高いと思われる。その一方、「子どもらしさ

を失うのではないかJI現実をみてしまうと夢がなく

なってしまうのではないか」などの意見が見られる

など、子どもへの教育として具体的に考えた場合の

葛藤がうかがえる。

性被害を予防するための教育の必要性は感じてい

るが、ではそれを実施するにはどのようにすればよ

いかという疑問は大きく、教育の結果が予測できな

い、あるいは子どもらしさを損ねてしまうのではな

いかととらえている姿もうかがえた。

4.幼稚園教諭の幼児の性教育に関する認識

生の教育については、必要性から方法まで各項目

にわたって肯定的意見のみであったが、性の教育に

ついては否定的もしくは態度保留の意見がみられた。

幼児の保護者で幼児の性教育が必要と考えている

のは約6割と報告されている。幼児期の教育に携わ

る幼稚園教諭は性教育が必要と d思っている人の割合

が約3割であり、保護者に比べ幼児期の性教育の必

要性の認識が低い 8)。これは、幼稚園の時期くらいせ

めてこどもらしく、男女の区別をしないでいっしょ

に、などに表されているように、「子どもらしく」と

いうことと「性」は相容れないものとみていること

がうかがえる。幼稚園教諭は性教育について「まだ

早い」、「必要ない」など否定的考えをもっていた。

インタビューから浮かび上がる幼稚園教諭の疑問や

葛藤は、その概念がないまま、「性の教育J= I性に

関する知識」ととらえていることから起こっている

ものではないかと考える。性教育という言葉のもつ

イメージが、幼児とはかけ離れているために混乱し

ているのではないだろうか。

幼児期の子どもは知的好奇心が旺盛であり、特に3

-4歳では、目に見えるあらゆることに関する質問

をする。その質問に対応する保護者や幼稚園教諭は、

子どもの発達をうながしていく必要があり、幼稚園

教諭は意識的、積極的に関わっていた。

「性」とは「性行為」のみを示すのではなく、「生

命の尊重JI自己の尊重」であるという前提に立てば、

幼稚園教諭が積極的に行っている「生の教育」は「性

の教育」と分かちがたい。

及川は「子どもは性に対する自己の見方ができて

いないので、社会の中で生きていく仕組みを知って

いく過程と同様、性に対して偏見なく考えられるよ

うになっていかなくてはならない。性に対する正し

い意識を与えることが大切になってくるのである。」 ω

と述べている。さらに「こうした意味では、幼児期

の性教育は重要な意味を占めていると考えられる。

そのためには、保育者の性に対する偏見をなくし、

性について自然に語れるようでなければならないの

ではないだろうか。J10)としている。

たとえば、社会での役割を学ぶために「周りの人

の気持ちを考えること」、「人の嫌がることはしない

こと」などの教育は、幼稚園教諭が実際の関わりの

中で子どもに教えていることである。これは幼児へ

の教育として、「生」のみではなく、「性」の側面も

持つ。

幼児期の性の教育を、狭義ではなく、広義のもの

としてとらえる視点と、具体的な目標や指導内容が

提示されることが、教育の場での教諭の葛藤を減じ

させ、子どもへのよりよい取り組みに結びっくので

はないだろうかと考える。

今回の研究は、フォーカスグループインタピュー

法で調査したが、グループ作成を保育園ごとにした

ことで、仕事上の上下関係が意見に影響を及ぼした

可能性は否めない。また、経験年数による意見の違

いがあったかどうかについては、経験年数を聞いて

いないため、検討することができなかった。
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V.まとめ
1. 幼椎園での子どもの性に関する質問は出生に関す

ること、男女の性差などであった。

2. 生に関する教育は必要性から実施まで肯定的にと

らえており、日常場面の中で生き生きと行われて

いる。性に関する教育は、必要性を否定的にとら

えたり、保留する意見が多かった。

3. 性被害の予防という必要性は強く認識している



が、具体的な方法については疑問や葛藤が大きい。

4. 性に関する教育は、生殖に関する教育ととらえる

のではなく、生命の尊厳を感じとる教育という認

識に変えられるよう働きかける必要がある。
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